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小
こ い そ

磯 利
と し お

雄 議員

住
宅
地
開
発

給
食
調
理
場

延
期
と
な
っ
た
責
任
ど
ち
ら
か

町
長
／
責
任
を
問
う
も
の
で
は
な
い

施
設
の
改
修
は

教
育
長
／
緊
急
性
等
鑑
み
て
検
討

処遇の改善を
町長／改善に向けて検討

町
長

①
こ
れ
ま
で
計
画
地
へ
の

投
入
額
は
、
合
計
約
１
億

９
０
５
０
万
円
で
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
福
島

再
生
加
速
化
交
付
金
を
活

用
し
た
下
水
道
管
布
設
工

事
約
４
４
０
０
万
円
、
水

道
企
業
団
に
よ
る
水
道
管

布
設
工
事
約
４
５
０
０
万

円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

②
県
が
公
表
し
た
浸
水
想

定
は
、
満
潮
時
、
堤
防
の

地
盤
沈
下
が
盛
り
込
ま

れ
、
防
災
緑
地
内
に
津
波

が
侵
入
す
る
想
定
と
な
っ

た
た
め
、
当
初
計
画
の
変

更
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

　

事
業
者
と
共
に
住
宅
開

発
計
画
を
実
施
す
る
た
め

取
り
組
ん
で
お
り
、
責
任

の
所
在
を
問
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

③
事
業
者
と
住
宅
計
画
地

の
開
発
許
可
申
請
の
最
終

協
議
を
行
い
、
事
業
前
進

に
向
け
て
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
新
た
な
事

案
の
発
生
は
無
い
と
捉
え

て
い
ま
す
。

小
磯

①
県
が「
津
波
浸
水
想
定
」

を
公
表
し
た
こ
と
で
住
宅

地
開
発
が
事
業
見
直
し
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
計
画
地
へ
の

投
入
額
と
今
後
の
歳
出
予

定
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す

か
。

②
こ
の
様
な
事
態
を
招
い

た
責
任
は
ど
ち
ら
に
あ
り

ま
す
か
。

③
民
間
企
業
で
あ
る
事
業

者
に
新
た
な
事
案
は
発
生

し
ま
せ
ん
か
。

小
磯

①
設
備
の
老
朽
化
が
目
立

ち
ま
す
が
、
完
成
し
た
日

は
い
つ
で
す
か
。

　

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使

用
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

②
学
校
給
食
法
等
の
改
正

に
本
町
施
設
で
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

③
施
設
の
新
設
、
大
規
模

改
修
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

小磯
①訓練等の出動実績を伺います。
②報酬及び費用弁償額等処遇改善の観点
から、見直しする考えはないか伺います。
③現況に合わせ、団の再編や定数見直し、
さらに一層高度化された消防機械の配置
などの拡充について伺います。

町長
①令和３年11月28日つなぎ放水訓練に50
人、出初め式や検閲等にも出動しています。
②町消防団の報酬及び費用弁償、備品等の
改善に向けて検討します。
③自然災害、火災等への有事即応体制の確
立に向けて団の再編や定数について引き続
き検討して対応していきます。
　高度な消防機械を保有している双葉地方
広域市町村圏組合消防本部等と連携を図
り、火災、大規模災害時における消火及び
避難誘導、救護活動等を行う消防活動の支
援体制を構築しています。

消防団

教
育
長

①
昭
和
63
年
３
月
に
建
築

さ
れ
ま
し
た
。

　

設
計
年
次
、
設
計
図
書

か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

②
学
校
給
食
法
に
定
め
る

７
つ
の
「
学
校
給
食
の
目

標
」
達
成
を
目
指
し
、「
生

き
た
教
材
」
に
な
り
得
る

よ
う
献
立
の
質
の
向
上
に

務
め
、
小
学
校
・
中
学
校

と
連
携
し
な
が
ら
、
食
育

推
進
の
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

③
老
朽
化
や
改
善
が
必
要

な
箇
所
は
、
緊
急
性
等
を

鑑
み
な
が
ら
改
修
・
改
善

を
速
や
か
に
行
う
と
と
も

に
、
施
設
の
新
設
、
大
規

模
改
修
に
つ
い
て
検
討
、

協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

こんな質問もしましたこんな質問もしました

コロナ対策
感染者と家族に支援を
　町長/支援に向け県と協議中

北
きたごう

郷 伯
みちひろ

弘 議員

北
郷

①
３
期
目
の
就
任
に
あ
た

り
、
今
後
の
町
政
執
行
を

ど
の
よ
う
な
目
標
を
持
っ

て
望
ん
で
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

②
駅
東
側
若
者
移
住
定
住

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今
後
の
町

政
の
中
で
大
き
な
課
題
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
対

策
等
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長

３
期
目
へ
の
意
気
込
み
は

町
長
／
町
民
と
対
話
し
全
力
で

町
長

①
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、

町
独
自
の
健
康
福
祉
手
帳

の
作
成
や
広
野
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
な
ど
、
健
康
・

長
寿
を
意
識
し
た
施
策
の

更
な
る
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
、

ふ
た
ば
未
来
学
園
と
高
等

学
術
教
育
機
関
と
連
携
を

図
り
、
今
後
整
備
さ
れ
る

国
際
教
育
研
究
拠
点
の
更

な
る
展
望
を
国
に
提
言
し

て
い
き
ま
す
。

　

住
民
と
復
興
関
連
従
事

者
が
共
に
支
障
な
く
生
活

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

　

第
２
期
復
興
・
創
生
期

間
に
入
り
ま
し
た
が
、
当

町
の
復
興
は
道
半
ば
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
未

だ
避
難
を
さ
れ
て
い
る
方

を
含
め
全
て
の
町
民
と
の

対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
げ

町長の３期目初登庁

る
町
を
創
生
し
て
い
き
ま

す
。

　

広
野
町
の
復
興
・
創
生

か
ら
、
双
葉
地
方
さ
ら
に

は
福
島
県
全
体
を
見
据
え
、

被
災
地
が
希
望
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
復
興
・
創

生
を
果
た
せ
る
よ
う
、
全

身
全
霊
・
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

②
第
五
次
町
勢
振
興
計
画

に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
、

広
野
町
の
人
口
５
千
人
を

堅
持
す
る
と
目
標
に
定
め

て
い
ま
す
。

　

被
災
地
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
広
野
駅
東
側
に

住
宅
団
地
を
整
備
し
、
若

者
世
代
の
移
住
・
定
住
施

策
を
行
い
、
目
標
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
子
育
て
、

教
育
、
住
宅
、
就
労
、
医

療
、
福
祉
な
ど
の
施
策
を

よ
り
充
実
・
強
化
さ
せ
、

専
用
窓
口
で
専
門
員
が
一

括
し
て
案
内
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
刷
新
を
図

り
、
情
報
発
信
に
よ
り
関

係
人
口
を
広
げ
、
広
野
町

が
移
住
先
に
選
ん
で
頂
け

る
よ
う
国
や
県
な
ど
が
主

催
す
る
移
住
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
り
、

県
内
は
も
と
よ
り
県
外
に

も
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
い
、
海
と
山
に
囲
ま

れ
自
然
豊
か
な
風
光
明
媚

の
風
土
・
風
習
を
今
後
50

年
、
１
０
０
年
先
の
魅
力

あ
る
町
づ
く
り
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。




